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令和元年青森県花き生産状況

農産園芸課

１ 概 況

令和元年の本県花きの生産状況は、作付面積が９３ヘクタール（前年比９１％）で、

前年に比べ８．７ヘクタールの減少、出荷数量が１，７２１万本・万鉢（同８４％）で、

前年に比べ約３２８万本・万鉢の減少、出荷額が１３億６００万円（同７８％）で、前

年に比べ約３億６，８００万円の減少となった。また、栽培農家数は６９６戸（同８９

％）と、前年に比べ８４戸減少した。

これらの要因として、高齢化や労働力不足のほか、販売単価の低下、野菜等への作付

転換等が考えられる。

（注）数値は小数点以下を四捨五入しているため、各数値の比と表の値が一致しない場合がある。

２ 作付面積

（１）切花類

切花類の作付面積は約６６ヘクタール（前年比９０％）で、前年より約８ヘクター

ル減少した。

品目別では、キク類（大中輪ギク、小ギク、スプレーギク）が約１８ヘクタールと

最も多く、花き全体の１９パーセントを占めた。次いで、サクラ（枝物）が約９ヘク

タール、トルコギキョウ約８ヘクタール、ヒマワリ約４ヘクタール、バラ約２ヘクタ

ールの順となった。

キク類、トルコギキョウ、ヒマワリは概ね前年並であったが、サクラ、バラ等が減

少した。

（２）鉢もの類

鉢もの類の作付面積は約９ヘクタール（前年比９５％）で、前年より約０．４ヘク

タール減少した。

品目別では、シクラメンが約２ヘクタールで最も多く、次いでポットローズが１ヘ

クタール、サクラソウが０．８ヘクタールとなった。

（３）苗もの類

苗もの類の作付面積は４へクタール（前年比１０６％）で、前年より約０．２ヘク

タール増加した。

表１　生産状況　　　　　　　

93 1,721 1,306 696

101 2,049 1,674 780

91 84 78 89
【農産園芸課調べ】

項目

年次

令和元年/平成３０年

平成３０年

　 （単位：hａ、万本・万鉢、百万円、戸、％）

作付面積 出荷数量 出荷額 栽培戸数

令和元年
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（注）数値は小数点以下を四捨五入しているため、各数値の合計値と合計欄の値が一致しない

場合がある。

３ 出荷額

（１）切花類

切花類の出荷額は７億７，０００万円（前年比８０％）で、前年より１億８，６００

万円減少した。

品目別では、キク類(大中輪ギク、小ギク、スプレーギク)が２億５,０００万円（同

８６％）と最も多く、全体の１９パーセントを占めた。次いで、トルコギキョウが

１億５，５００万円（同８９％）、アルストロメリアが１億１,３００万円（同９３％）、

バラが５，３００万円（同６６％）、カンパニュラが２,５００万円（同９６％）、ア

スターが２，５００万円（同１７９％）、ヒマワリが１，５００万円（同１００％）

の順となった。

（２）鉢もの類

鉢もの類の出荷額は３億４,０００万円（前年比７１％）で、前年より１億

３，９００万円減少した。

表２　作付面積
（単位：ａ，％）

年次
区別 令和元年 割合 平成30年 割合

切花類 6,608 71 7,362 73 90

キク類 1,787 19 1,774 17 101
サクラ（枝物） 880 9 933 9 94
トルコギキョウ 815 9 806 8 101
ヒマワリ 369 4 362 4 102
バラ 189 2 204 2 93
アルストロメリア 181 2 184 2 98
カンパニュラ 117 1 128 1 91
ストック 106 1 120 1 88
カーネーション 102 1 109 1 94
宿根カスミソウ 101 1 101 1 100
アスター 101 1 90 1 112
リンドウ 93 1 129 1 72
デルフィニウム 83 1 81 1 102
ユリ類 54 1 69 1 78
グラジオラス 41 0 47 0 87
その他 1,589 17 2,225 22 71

鉢もの類 889 10 932 9 95

シクラメン 210 2 193 2 109
ポットローズ 101 1 80 1 126
サクラソウ 76 1 87 1 87

苗もの類 400 4 376 4 106
花木類 162 2 202 2 80
芝類 406 4 400 4 102
球根類 810 9 870 9 93

合計 9,274 100 10,141 100 91

【農産園芸課調べ】
：青森県花き振興方策の重要品目及び地域振興品目
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主な品目では、ポットローズが９，０００万円と最も多く、シクラメンが６,０００

万円、サクラソウが３,１００万円となった。

（３）苗もの類

苗もの類の出荷額は１億５００万円（前年比１１１％）で、前年より１，０００万

円増加した。

（注）数値は小数点以下を四捨五入しているため、各数値の合計値と合計欄の値が一致しない

場合がある。

４ 地域別の生産状況

（１）作付面積

県全体の作付面積は、前年より９ポイント減少した。

地域別では、中南地域が約２７ヘクタールで全体の２９パーセントを占め、次いで

東青地域が約２３ヘクタール、西北地域が約２０ヘクタール、三八地域が約１８ヘク

タール、上北地域が約４ヘクタール、下北地域が約０．６ヘクタールとなった。

表３　出荷額
（単位：百万円，％）

年次

区別 令和元年 割合 平成30年 割合

切花類 766 59 952 57 80

キク類 250 19 292 17 86

トルコギキョウ 155 12 175 10 89
アルストロメリア 113 9 121 7 93
バラ 53 4 80 5 66
カンパニュラ 25 2 26 2 96
アスター 25 2 14 1 179
ヒマワリ 15 1 15 1 100
宿根カスミソウ 14 1 14 1 100
ストック 14 1 14 1 100
デルフィニウム 7 1 8 0 88
リンドウ 5 0 7 0 71
カーネーション 6 0 7 0 86
サクラ（枝物） 5 0 7 0 71
ユリ類 3 0 6 0 50
グラジオラス 2 0 2 0 100
その他 74 6 164 10 45

鉢もの類 340 26 479 29 71

ポットローズ 90 7 75 4 120
シクラメン 60 5 64 4 94
サクラソウ 31 2 29 2 107

苗もの類 105 8 95 6 111
花木類 47 4 75 4 63
芝類 37 3 60 4 62
球根類 10 1 13 1 77

合計 1,306 100 1,674 100 78

【農産園芸課調べ】
：青森県花き振興方策の重要品目及び地域振興品目
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（２）出荷額

県全体の出荷額は、前年より２２ポイント減少した。

地域別では、中南地域が４億３,１００万円で最も多く、次いで三八地域が３億

７，６００万円、西北地域が２億３，５００万円、上北地域が２億２,５００万円と

なった。

なお、上北地域は、ポットローズ等の鉢ものの生産により作付面積は約４ヘクター

ルと少ないものの、単位面積当たりの出荷額は多くなっている。

（注）数値は小数点以下を四捨五入しているため、各数値の合計値と合計欄の値が一致しない場合が

ある。

地域

割合 割合

【農産園芸課調べ】
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上北

ポットローズ、観葉植物、
カランコエ、キク、バラ、
ポインセチア、パンジー

下北

トルコギキョウ、キク、ア
スター、ベゴニア

合計

中南

アルストロメリア、トルコ
ギキョウ、バラ、キク、サ
クラソウ

三八

キク、トルコギキョウ、カ
ンパニュラ、アスター、シ
クラメン

西北

キク、トルコギキョウ、シ
クラメン、宿根カスミソ
ウ、デルフィニウム

（単位：ａ、％、百万円）
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５ バケット出荷の状況

切花の鮮度保持のためのバケット出荷は、ＪＡ花き部会を中心に実施されている。

品目別では、トルコギキョウはバケットによる出荷量が７０万５千本で約５６パーセ

ントで行われており、カンパニュラは２７万１千本で約５９パーセント、バラは２０万

９千本で約３９％、宿根カスミソウは７万６千本で約８５パーセント、キンギョソウは

３万６千本で約４２パーセント、デルフィニウムは５千本で約１０パーセントなどとな

った。

（注）数値は小数点以下を四捨五入しているため、各数値の合計値と合計欄の値が一致しない

場合がある。

６ ＪＡの花き生産の状況（ＪＡ全農あおもり取扱状況）

（１）花き取扱状況

ＪＡ全農あおもりの令和元年花き取扱量（県内ＪＡの全取扱数量）は、約７０４万

本（前年比９９％）と前年より約１０万７，０００本減少した。

また、販売額は５億６，６００万円（同９２％）と前年より４,６００万円減少し

た。

（２）販売額割合

県出荷額に対するＪＡ全農あおもりの販売額のシェアは４３パーセントと前年より

６パーセント増加した。

表６　ＪＡ全農あおもりの取扱状況

　　項目　
　年次

令和元年 8 7,039 566 80 1,306 43
平成３０年 9 7,146 612 86 1,674 37
元年／３０年 89 99 92 94 78 118

【JA全農あおもり調べ】
　(注)　シェア：（JA全農あおもり販売額÷県出荷額）×100

(単位：千本、百万円、円、％）

農協数 数量 販売額 単価 シェア県出荷額

表５　切花類のバケット出荷状況 (単位：ａ、千本、％）

品　　目

815 1,263 705 55.8
117 456 271 59.4
189 538 209 38.8
101 89 76 84.6
30 86 36 42.3
83 46 5 10.4

102 140 0 0.0
477 502 101 20.0

1,914 3,120 1,402 44.9
【農産園芸課調べ】

バ　　ラ

キンギョソウ

宿根カスミソウ

合　　計

その他

施設・露地栽培計

カンパニュラ

カーネーション

デルフィニウム

トルコギキョウ

作付面積 出荷数量 バケット出荷量 バケット出荷率


